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にほんごではなそう！　郡上踊り体験【8/28】

　昨年から始まった「にほんごではなそう！」。今年は更に、イベントを加えてパワーアップしながら開
催中。
　第1回（5/29）はお抹茶体験、第 2 回は浴衣・郡上踊りを体験。総勢 70 名の外国人と日本人が日
本の文化を通して交流を行いました。伝統的な春駒からダンシングヒーローまで、様々な音楽に合わせ、
先生が躍る様子をお手本に元気に踊っていました。
　参加したベトナム国籍の女性は「はじめて浴衣を着た、音楽に合わせてみんなで踊るのはとても楽し
い」と素敵な笑顔で話してくれました。
　第 3 回は11/27に開催予定、誰でも参加することが出来ますので、是非お待ちしております。

日本語ボランティア養成講座　日本語教室を一緒に作りませんか？【7 月～11月】
　各務原市内の外国人住民は増えており、日本語を学ぶ
機会の需要が非常に高まっています。そんな中、当協会は
市内に新たな日本語を学ぶ場を作るべく、全国的に有名な
土井佳彦さん（多文化共生リソースセンター東海代表理事）
を講師にお呼びし、全 5回の講座を開催しています。
　第 1回は「多文化共生における地域日本語教室の役割」、
第 2回は「可児市国際交流協会の日本語教室見学」をテー
マに学びました。約 40名の参加者は、今後の各務原市の
多文化共生の一翼を担う方々です。

セリトス市高校生交流団受入【6/16 ～ 6/21】　
　各務原市と姉妹教育協定を結んでいるアメリカ・カリ
フォルニア州セリトス市から、今年も 8 名の高校生を迎
えました。各務原高校へ体験入学を行い、当協会のボラ
ンティア宅にホームステイを行いました。
　また、滞在中の市内視察では、市内企業である日本一
ソフトウェア様をお伺いして、企業見学を行いました。
　学生たちは「日本で働く」ことについて実感する時間
となりました。



国際協会　事務局員のコラム
☆田川千鶴☆　新感覚の国内旅行

　私の娘が吉本新喜劇にはまっていて、夏休みに「なんばグランド花月」
に行ってきました。大阪に行くことはあっても、難波に行ったのは久しぶり
でした。大阪が日本で一番、外国人から人気の観光地というのは知って
いましたが、驚くことに、難波の中心で観光客相手に働くのも、たくさんの
外国人の皆さんでした。地下鉄の駅員さん、ホテルのフロント、コンビニや
レストランの店員さん、そしてたこ焼きを焼く人までもが外国人でした。
国内旅行をしているのに、接客してくれる人が外国人ばかりで、日本人が
外国人からおもてなしを受けている状況に、ここはどこ？と錯覚してしまう
ほど。この時代の流れは、ここ各務原にいてもひしひしと感じてはおりま
したが、難波は想像以上のものでした。
　国際協会で働く意味を、あらためて感じさせてくれる旅となりました！

各務原国際協会（ＫＩＡ）
各務原国際協会は公式 Facebook を始めました！！
イベントや災害時、くらしの情報を多言語で発信しています。
今すぐフォロー&シェアをお願いします。
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キッズ国際交流料理講座 English Cooking with Jason【8/2】
　今年は市内の小学 4 ～ 6 年生 17人が、「No Bake 
Cookie」をテーマに、焼かないクッキーとサングリア
ジュースに挑戦。「Mix」、「Melt」、「Squeeze」などの
英語を使いながら、料理を完成させました。
　参加者からは、「英語を使ってみんなで料理すると、
いつもより楽しいです。英語の発音の使い方の勉強にな
りました」と話し、完成したクッキーを嬉しそうに食べて
いました。

インドネシア料理講座【7/1】企画・運営ボランティア発案！！
　「家でも作れるアジアンテイストに挑戦」と題し、インド
ネシアの郷土料理であるサテアヤム（焼き鳥）、ソト（鶏肉
のスープ）などを作る料理講座を開催しました。
　講師に、岐阜市で「ハナマザパン」（ベーカリー&カフェ）
を営む、シティ・ヌルジャナーさんを呼び、料理だけでなく、
ハラールの文化について学ぶことができました。


